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研究成果の概要（和文）：ショウジョウバエの気管網と末梢神経回路網を解析モデルとして、血管（気管）-神経相互
作用に介在する新規因子群の網羅的探索を行った。その結果、IgGファミリーに属する細胞接着因子であるFasII/NCAM
が成虫羽原基における気管－神経相互作用に介在することにより、末梢ニューロンの救心性神経軸索投射を制御するこ
とを発見した。

研究成果の概要（英文）：To identify molecules involved in neuro-vascular interaction, we screened 
molecules involved in neuro-trachea interaction in Drosophila as a model for neuro-vascular interaction. 
We conducted an RNAi screen for ~100 candidate molecules and found that FasII/NCAM, an adhesion molecule 
of IgG superfamily, mediates interaction between trachea and axons of sensory neurons in wing disc, which 
likely navigates afferent axons to the central nervous system.

研究分野：発生生物学、神経科学、細胞生物学
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１．研究開始当初の背景 
ヒトを含む多くの生物の末梢組織において
血管網と神経網が並行して走行する伴走構
造をもつことは400年以上前から記述されて
いるが、伴走構造を制御する分子メカニズム
はいまだほとんど理解されていない状況で
ある。その１つの要因として、これまで血管
研究に主として使われてきたマウスなどの
モデル生物では、血管−神経伴走構造を in 
vivo レベルで可視化しながら関連する遺伝
子を操作することが技術的に難しいことが
挙げられる。 
２．研究の目的 
本研究では、多臓器の可視化と遺伝子操作が
容易であるショウジョウバエの気管網と神
経網をモデルとして、血管（気管）−神経相
互作用に介在する因子群を網羅的に同定す
ることを目的とした。 
３．研究の方法 
(1) in vivoレベルにおいて気管網と神経網を
同時可視化するために、異なる蛍光色（GFP
と RFP）で気管網と神経網を標識したトラン
スジェニック個体を作出し、気管網と神経網
の挙動を異なる発生ステージや異なる器官
において詳細な観察を行った。 
 
(2) 次に、細胞間相互作用に介在する可能性
がある約 100 因子（細胞接着因子、受容体、
分泌因子）を抽出し、気管特異的に RNAiノ
ックダウンを行い、気管−神経伴走構造に異
常が生じるか否かを指標として評価を行っ
た。 
４．研究成果 
(1) 異なる蛍光色（GFPと RFP）羽成虫原基
（wing disc）において、感覚ニューロンの救
心性軸索が気管を足場として、中枢神経系へ
と伸長することを見出した。さらに遺伝的操
作により気管を除去すると、救心性軸索の伸
長もしくは方向性に異常がでることを見出
した。 
 
(2) 約 100個の細胞膜結合型接着因子ついて
RNAi スクリーニングを行い、IgG ファミリ
ー に 属 す る 細 胞 接 着 因 子 で あ る
FasII/NCAM が成虫羽原基における気管−神
経相互作用に介在することにより、末梢ニュ
ーロンの救心性神経軸索投射を制御するこ
とを発見した。 
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